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(54)【発明の名称】 ＥＬディスプレイ装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】画素に発光初期から好適に電圧を印加すること
ができる有機ＥＬディスプレイ装置を提供すること。
【解決手段】コントローラ２は表示データに含まれる階
調レベルに基づいて生成した主駆動信号Ｄ１と、階調レ
ベルをデータテーブル２ａにより輝度に応じて変換した
値を持つ補助駆動信号Ｄ２を生成する。主駆動回路１１
は主駆動信号Ｄ１に応答して輝度に応じた電圧を印加す
るべくＰＡＭ方式により有機ＥＬ素子８を電流駆動す
る。補助駆動回路１２は、主駆動回路１１に先立ち、補
助駆動信号Ｄ２に基づく補助駆動電圧（プリチャージ電
圧）を有機ＥＬ素子８に印加する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＥＬ素子と、
表示データの階調レベルに対応して前記ＥＬ素子をパル
ス振幅変調方式により電流駆動する駆動回路と、
前記駆動回路による電流供給に先立って前記階調レベル
に対応するプリチャージ電圧を前記ＥＬ素子に印加する
プリチャージ回路と、を備えたことを特徴とするＥＬデ
ィスプレイ装置。
【請求項２】  前記プリチャージ回路は、
前記階調レベルに対応するプリチャージレベルに変換す
るデータ変換回路と、
前記プリチャージレベルの補助駆動信号に基づいて前記
ＥＬ素子に供給する前記プリチャージ電圧を生成する補
助駆動回路とから構成されることを特徴とする請求項１
記載のＥＬディスプレイ装置。
【請求項３】  前記データ変換回路は、
前記階調レベルをプリチャージレベルに変換する変換デ
ータを記憶した記憶回路と、
入力した前記階調レベルに対応して前記記憶回路から読
み出したプリチャージレベルを持つ補助駆動信号を前記
補助駆動回路に出力する出力回路と、から構成されたこ
とを特徴とする請求項２記載のＥＬディスプレイ装置。
【請求項４】  前記プリチャージ回路は、前記プリチャ
ージ電圧をバックポーチ期間に印加することを特徴とす
る請求項１～３のうちの何れか一項記載のＥＬディスプ
レイ装置。
【請求項５】  前記変換データは、前記ＥＬ素子のガン
マ値に応じて設定されていることを特徴とする請求項１
～４のうちの何れか一項記載のＥＬディスプレイ装置。
【請求項６】  表示データの階調レベルに対応してＥＬ
素子をパルス振幅変調方式により電流駆動するＥＬディ
スプレイ装置の駆動方法において、
前記ＥＬ素子を駆動する電流供給に先立って前記階調レ
ベルに対応するプリチャージ電圧を前記ＥＬ素子に印加
することを特徴とするＥＬディスプレイ装置の駆動方
法。
【請求項７】  前記プリチャージ電圧をバックポーチ期
間に印加することを特徴とする請求項６記載のＥＬディ
スプレイ装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はＥＬディスプレイ装
置及びその駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、任意の文字や画像を表示するため
に用いられる有機ＥＬディスプレイ装置は、マトリック
ス配列された複数の有機ＥＬ素子と、該各有機ＥＬ素子
に電流を供給する駆動回路を備え、各有機ＥＬ素子を表
示データに応じてパッシブ駆動する。各有機ＥＬ素子
は、供給される電流により該素子の両端子間の電位差
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（駆動電圧）に応じた輝度にて発光する。表示データは
表示する画像の階調のデータを含む。
【０００３】有機ＥＬ素子は、ダイオード特性からなる
発光エレメントと、これに並列に接続されたコンデンサ
（寄生容量）とによって等価的に表される。このコンデ
ンサは、各有機ＥＬ素子の階調表示に影響を与える。有
機ＥＬ素子を駆動する時、図８（ａ）に示すように、コ
ンデンサの容量値により駆動電圧Ｖ１に達するまでに時
間がかかる、所謂駆動電圧の立ち上がりが悪く、発光開
始時の発光エレメントは期待される輝度よりも低くな
り、正しい階調－輝度特性が得られない。即ち、発光開
始時の輝度は期待よりも低くなる。この現象は、図８
（ｂ）に示すように、駆動電圧Ｖ２に比べて電圧値が低
い場合、即ち輝度が小さい場合に顕著である。
【０００４】この問題に対し、駆動電流を流す前に一定
の補助電圧を印加する方法（プリチャージ法）（第１の
従来方法）がある。この方法は、寄生容量により不足す
る電圧を保持電圧により補充して実質的な立ち上がりを
良くする。
【０００５】また、有機ＥＬ素子が接続された走査線
は、非走査期間に高電位電圧（例えばＶｃｃ）が供給さ
れ、走査期間に低電位電圧（例えばグランドＧＮＤ）が
供給される。従って、コンデンサには、非走査期間に発
光時と逆方向に電荷が蓄積される。この電荷は走査期間
における電流の供給を妨げ、発光開始時の輝度を期待よ
りも低くする。
【０００６】この問題に対し、走査線の切替時に全ての
走査線を接地する方法（第２の従来方法）がある。この
方法は、有機ＥＬ素子の走査線側端子に蓄積された電荷
を接地して逃がすことで、発光開始時における電流の供
給をし易くする。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところが、上記第１の
方法は、パルス幅変調(PWM:pulse-width modulation)に
よる階調制御には有効であるが、パルス振幅変調(PAM:p
ulse-amplitude modulation)による階調制御で不都合が
生じる。
【０００８】ＰＷＭ階調制御は、表示する階調レベルに
応じて電流を供給する時間を制御する。電流が供給され
る間、有機ＥＬ素子には一定の電圧が印加される。従っ
て、一定のプリチャージ電圧を印加すればよい。
【０００９】一方、ＰＡＭ階調制御は、有機ＥＬ素子の
階調レベルに応じた電圧が該素子に加わるように供給す
る電流量を制御する。この場合、図９（ａ）（ｂ）に示
すように、駆動電圧Ｖ１に比べてプリチャージ電圧Ｖ３
が高い場合、発光期間中に輝度が変化する（発光開始時
の輝度が所望の輝度よりも高くなる）。表示画素の階調
は発光開始から発光終了までの輝度の平均値で知覚され
るため、所望の階調とならない。
【００１０】上記第２の方法では、有機ＥＬ素子の寄生
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容量により駆動電圧の立ち上がりが悪く、発光開始時の
発光エレメントは期待される輝度よりも低くなり、正し
い階調－輝度特性が得られない。即ち、発光開始時の輝
度は期待よりも低くなる。
【００１１】本発明は、上記問題点を解決するためにな
されたものであって、その目的は、画素に発光初期から
好適に電圧を印加することができるＥＬディスプレイ装
置及びその駆動方法を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記問題点を解決するた
め、請求項１に記載の発明は、駆動回路とプリチャージ
回路を備える。駆動回路は表示データの階調レベルに対
応して前記ＥＬ素子をパルス振幅変調方式により電流駆
動する。プリチャージ回路は駆動回路による電流供給に
先立って前記階調レベルに対応するプリチャージ電圧を
前記ＥＬ素子に印加する。従って、階調レベルに対応し
たプリチャージ電圧が駆動電流に先立ってＥＬ素子に供
給されるため、駆動電流による電圧上昇が急峻になる。
【００１３】請求項２に記載の発明では、請求項１記載
の発明において、プリチャージ回路は、データ変換回路
と補助駆動回路とを備える。データ変換回路は、階調レ
ベルに対応するプリチャージレベルに変換し、補助駆動
回路は補助駆動信号に基づいて前記ＥＬ素子に供給する
プリチャージ電圧を生成する。
【００１４】請求項３に記載の発明では、請求項２記載
の発明において、データ変換回路は、記憶回路と出力回
路とを備える。記憶回路は階調レベルをプリチャージレ
ベルに変換する変換データを記憶し、出力回路は入力し
た前記階調レベルに対応して前記記憶回路から読み出し
たプリチャージレベルを持つ補助駆動信号を出力する。
従って、変換データの設定が容易に変更され、階調－輝
度特性が任意に設定可能である。
【００１５】請求項４に記載の発明では、前記プリチャ
ージ回路は、前記プリチャージ電圧をバックポーチ期間
に印加する。また、請求項７に記載の発明では、前記プ
リチャージ電圧をバックポーチ期間に印加する。従っ
て、バックポーチ期間後の表示期間においてＥＬ素子が
階調レベルに応じた輝度で発光する。
【００１６】請求項５に記載の発明では、前記変換デー
タは、前記ＥＬ素子のガンマ値に応じて設定されてい
る。従って、ＥＬ素子はそのガンマ特性に応じた輝度で
発光する。
【００１７】また、請求項６に記載の発明では、表示デ
ータの階調レベルに対応してＥＬ素子をパルス振幅変調
方式により電流駆動するＥＬディスプレイ装置の駆動方
法において、前記ＥＬ素子を駆動する電流供給に先立っ
て前記階調レベルに対応するプリチャージ電圧を前記Ｅ
Ｌ素子に印加するようにした。従って、階調レベルに対
応したプリチャージ電圧が駆動電流に先立ってＥＬ素子
に供給されるため、駆動電流による電圧上昇が急峻にな
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る。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、本発明を具体化した一実施
形態を図１～図５に従って説明する。図１は、有機ＥＬ
ディスプレイ装置１の概略構成を示すブロック回路図で
ある。
【００１９】有機ＥＬディスプレイ装置１は、コントロ
ーラ２、データドライバ３、スキャンドライバ４、有機
ＥＬディスプレイ５を備えている。コントローラ２は外
部の装置と接続されている。また、コントローラ２はデ
ータドライバ３及びスキャンドライバ４と接続されてい
る。コントローラ２は外部の装置から入力された表示デ
ータ及び制御信号に基づいて、有機ＥＬディスプレイ５
に画像を表示するための表示信号Ｘｄと水平同期信号を
含む制御信号をデータドライバ３に出力し、走査信号Ｙ
ｓを含む制御信号をスキャンドライバ４に出力する。
【００２０】表示信号Ｘｄは、主駆動信号Ｄ１と補助駆
動信号Ｄ２を含む。コントローラ２は、表示信号Ｘｄに
基づいて生成した主駆動信号Ｄ１と補助駆動信号Ｄ２を
データドライバ３に出力する。
【００２１】コントローラ２は、データテーブル２ａを
備えている。データテーブル２ａには、表示信号Ｘｄの
階調レベルを補助駆動信号Ｄ２の値に変換するための変
換データが記憶されている。この変換データは、例えば
有機ＥＬディスプレイ５の表示特性に基づいて設定され
ている。表示特性として例えばガンマ特性が利用され
る。変換データは有機ＥＬディスプレイ５のガンマ特性
に基づいて印加する電圧の変化に対する輝度の変化が比
例するように決定され、予めデータテーブル２ａに記憶
されている。
【００２２】図３は、データテーブル２ａに格納された
変換データ、即ち表示信号Ｘｄの階調レベルと補助駆動
信号Ｄ２の値の関係を示すグラフであり、横軸は階調、
縦軸は後述する補助駆動電圧（プリチャージ電圧）であ
る。実線２１は本実施形態の変換データ（階調レベルと
補助駆動電圧Ｄ２の値の関係）を示している。尚、実線
２２は従来例との対比を示すものであり、階調に対して
一定電圧をプリチャージすることを示している。
【００２３】コントローラ２は、表示信号Ｘｄの階調レ
ベルと等しい値を持つ主駆動信号Ｄ１を生成する。ま
た、コントローラ２は、表示信号Ｘｄの階調レベルに対
応してデータテーブル２ａから読み出した値を持つ補助
駆動信号Ｄ２を生成する。
【００２４】データドライバ３とスキャンドライバ４は
有機ＥＬディスプレイ５と接続されている。有機ＥＬデ
ィスプレイ５はパッシブマトリックスにて構成されたデ
ィスプレイパネルである。詳しくは、有機ＥＬディスプ
レイ５は、図において横方向に並列され縦方向に延びる
複数（ｘ本）のデータ線６と、縦方向に並列され横方向
に延びる複数（ｙ本）の走査線７と、各データ線６及び
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走査線７の交点位置の発光層から構成される有機ＥＬ素
子８を備えている。
【００２５】データドライバ３は複数のデータ線６と接
続されている。データドライバ３は、同期信号に基づい
て、バックポーチ期間に補助駆動信号Ｄ２に基づく補助
駆動電圧（プリチャージ電圧）を有機ＥＬ素子８に供給
し、映像表示期間に主駆動信号Ｄ１に基づき主駆動電圧
を有機ＥＬ素子８に印加するための駆動電流を該有機Ｅ
Ｌ素子８に供給する。即ち、有機ＥＬ素子８には、発光
して映像を表示するための駆動電流より先にプリチャー
ジ電圧が印加される。このプリチャージ電圧は、駆動電
流による有機ＥＬ素子８の電圧上昇を急峻にする。
【００２６】データドライバ３は、各データ線６に接続
された駆動回路を備えている。尚、図には、ｍ番目のデ
ータ線６に接続された駆動回路３ａのみを示す。各駆動
回路３ａは、主駆動回路１１、補助駆動回路１２、切替
スイッチ１３を備えている。
【００２７】主駆動回路１１は主駆動信号Ｄ１を入力
し、該主駆動信号Ｄ１に対応してＰＨ変調した駆動電流
を出力する。補助駆動回路１２は補助駆動信号Ｄ２を入
力し、該補助駆動信号Ｄ２に対応するプリチャージ電圧
を出力する。補助駆動信号Ｄ２は、階調に応じた値を持
つ。従って、補助駆動回路１２は、階調に応じたプリチ
ャージ電圧を出力する。
【００２８】切替スイッチ１３は、切替端子が主駆動回
路１１と補助駆動回路１２に接続され、共通端子がデー
タ線６に接続されている。データドライバ３は、データ
線６に接続された有機ＥＬ素子８の発光期間に応じて切
替スイッチ１３を制御する。詳しくは、有機ＥＬ素子８
の発光開始時にデータ線６を補助駆動回路１２に接続
し、第１の所定時間（プリチャージ期間）経過後にデー
タ線６を主駆動回路１１に接続する。そして、第２の所
定時間（主駆動期間）経過後にデータ線６を主駆動回路
１１及び補助駆動回路１２から切り離す。
【００２９】スキャンドライバ４は複数の走査線７と接
続されている。スキャンドライバ４はデータドライバ３
に対応して補助駆動電圧が供給されるときに対応する走
査線７を接地する。
【００３０】スキャンドライバ４は、各走査線７に接続
された切替スイッチを備えている。尚、図には、ｎ番目
の走査線７に接続された切替スイッチ４ａと、ｎ＋１番
目の走査線７に接続された切替スイッチ４ｂを示す。
【００３１】スキャンドライバ４は、走査信号Ｙｓに基
づいて発光させる有機ＥＬ素子８が接続された走査線７
を接地し、他の走査線７を高電位電源Ｖｃｃに接続する
よう切替スイッチ４ａ，４ｂを制御する。
【００３２】次に、上記のように構成された有機ＥＬデ
ィスプレイの作用を説明する。ここでは図１においてｍ
番目のデータ線６と、ｎ，ｎ＋１番目の走査線７の交点
に構成された２つの有機ＥＬ素子８を取り上げてその発
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光について説明する。
【００３３】尚、説明の便宜上、ｍ番目のデータ線６と
ｎ番目の走査線７との交点に構成された有機ＥＬ素子８
を有機ＥＬ素子８ａとし、ｍ番目のデータ線６とｎ＋１
番目の走査線７との交点に構成された有機ＥＬ素子８を
有機ＥＬ素子８ｂとする。
【００３４】有機ＥＬディスプレイ装置１に画像等を表
示させるための表示データ及び制御信号がコントローラ
２に入力されると、コントローラ２はその表示データ及
び制御信号に従ってデータドライバ３及びスキャンドラ
イバ４を制御する。
【００３５】図２に示すように、時刻Ａにおいてスキャ
ンドライバ４は走査信号Ｙｓに応答し、切替スイッチ４
ａを操作してｎ番目の走査線７を接地する。データドラ
イバ３は制御信号に応答して切替スイッチ１３を制御し
てｍ番目のデータ線６を補助駆動回路１２に接続する。
補助駆動回路１２は、補助駆動信号Ｄ２に応答し、該補
助駆動信号Ｄ２の値に対応する補助駆動電圧Ｖ１ａをデ
ータ線６を介して有機ＥＬ素子８ａに印加する。有機Ｅ
Ｌ素子８ａは、補助駆動電圧Ｖ１ａによりプリチャージ
される。この時刻Ａから時刻Ｂまでの期間はバックポー
チ期間に含まれる。
【００３６】次に、時刻Ｂにおいて、データドライバ３
は、切替スイッチ１３を制御してｍ番目のデータ線６を
主駆動回路１１に接続する。主駆動回路１１は、主駆動
信号Ｄ１に応答し、該主駆動信号Ｄ１に対応して主駆動
電圧Ｖ１ｂを有機ＥＬ素子８に与えるべく主駆動電流を
供給する。この時刻Ｂから時刻Ｃまでの期間は映像表示
期間に含まれる。
【００３７】そして、時刻Ｃにおいて、データドライバ
３は切替スイッチ１３を制御してデータ線６から主駆動
回路１１を切り離し、スキャンドライバ４は切替スイッ
チ４ａを制御して走査線７を高電位電源Ｖｃｃに接続す
る。
【００３８】この時刻Ａから時刻Ｃまでの期間におい
て、有機ＥＬ素子８ａをプリチャージする補助駆動電圧
Ｖ１ａは、表示データの階調レベルに基づいて設定され
た補助駆動信号Ｄ２により生成され、該補助駆動信号Ｄ
２は主駆動電圧Ｖ１ｂを生成する主駆動信号Ｄ１に対応
している。従って、図４（ａ）に示すように、有機ＥＬ
素子８ａに加わる電圧の立ち上がりが急峻であり、補助
駆動電圧Ｖ１ａの値と主駆動電圧Ｖ１ｂの値は実質的に
ほぼ一致している。従って、有機ＥＬ素子８ａはその発
光期間（走査線７が接地されている期間）の開始時から
所望の輝度にて発光し、その期間における輝度の変化が
ほぼゼロとなる。
【００３９】次に、データドライバ３とスキャンドライ
バ４は、有機ＥＬ素子８ｂに対して、有機ＥＬ素子８ａ
と同様に制御する（時刻Ｄ～時刻Ｆ）。有機ＥＬ素子８
ｂには、先ず補助駆動電圧Ｖ２ａが印加され（時刻
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7
Ｄ）、主駆動電圧Ｖ２ｂを与えるべく主駆動電流を供給
する（時刻Ｅ）。この時刻Ｄから時刻Ｅまでの期間はバ
ックポーチ期間に含まれ、時刻Ｅから時刻Ｆまでの期間
は映像表示期間に含まれる。
【００４０】この時刻Ｄから時刻Ｆまでの期間におい
て、有機ＥＬ素子８ｂをプリチャージする補助駆動電圧
Ｖ２ａは、表示データの階調レベルに基づいて設定され
た補助駆動信号Ｄ２により生成され、該補助駆動信号Ｄ
２は主駆動電圧Ｖ２ｂを生成する主駆動信号Ｄ１に対応
している。従って、図４（ｂ）に示すように、有機ＥＬ
素子８ｂに加わる電圧の立ち上がりが急峻であり、補助
駆動電圧Ｖ２ａの値と主駆動電圧Ｖ２ｂの値は実質的に
ほぼ一致している。従って、有機ＥＬ素子８ｂはその発
光期間（走査線７が接地されている期間）の開始時から
所望の輝度にて発光し、その期間における輝度の変化が
ほぼゼロとなる。
【００４１】図５は、有機ＥＬ素子の階調と輝度との関
係を表したグラフである。図５において、破線２３は、
有機ＥＬ素子８にプリチャージ電圧を印加せずにデータ
信号を入力した場合の有機ＥＬ素子８の階調－輝度特性
を示す。一点鎖線２４は、第１の従来例における有機Ｅ
Ｌ素子の階調－輝度特性を示す。二点鎖線２５は、図３
のデータテーブル２ａに記憶された変換データに従って
決定したプリチャージ電圧（補助駆動電圧）を印加した
場合の階調－輝度特性を示す。破線２３、一点鎖線２４
に比べ、二点鎖線２５は階調の変化に対して輝度がほぼ
比例して変化する。このように変化するディスプレイ
は、見た目がよく、制御性に優れている。
【００４２】上記したように、本実施形態によれば、以
下の効果を有する。
（１）コントローラ２は表示データに含まれる階調レベ
ルに基づいて生成した主駆動信号Ｄ１と、階調レベルを
データテーブル２ａにより輝度に応じて変換した値を持
つ補助駆動信号Ｄ２を生成する。主駆動回路１１は主駆
動信号Ｄ１に応答して輝度に応じた電圧を印加するべく
ＰＡＭ方式により有機ＥＬ素子８を電流駆動する。補助
駆動回路１２は、主駆動回路１１に先立ち、補助駆動信
号Ｄ２に基づく補助駆動電圧（プリチャージ電圧）を有
機ＥＬ素子８に印加する。その結果、駆動電流による電
圧上昇が急峻になる。
【００４３】（２）補助駆動回路１２は表示データの階
調レベルに対応した値を持つ補助駆動信号Ｄ２に基づい
て補助駆動電圧（プリチャージ電圧）を有機ＥＬ素子８
に印加し、主駆動回路１１は表示データの階調レベルに
対応する主駆動信号Ｄ１に基づいて主駆動電圧を有機Ｅ
Ｌ素子８に印加するよう駆動電流を供給する。その結
果、プリチャージ電圧と駆動電流により有機ＥＬ素子８
に印加される電圧とがほぼ等しくなり、輝度の変化を抑
えることができる。
【００４４】（３）コントローラ２はデータテーブル２
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ａを備え、該データテーブル２ａに記憶された変換デー
タに基づいて補助駆動電圧（プリチャージ電圧）を有機
ＥＬ素子８に印加するべく表示データの階調レベルをデ
ータ変換した値を持つ補助駆動信号Ｄ２を出力するよう
にした。その結果、変換データを容易に設定することが
できる。また、その変換データにより階調－輝度特性を
任意に設定することができる。
【００４５】（４）データドライバ３とスキャンドライ
バ４は、有機ＥＬ素子８に対してプリチャージ電圧をバ
ックポーチ期間に印加するようにした。その結果、バッ
クポーチ期間後の表示期間の開始から有機ＥＬ素子８を
階調レベルに応じた輝度で発光させることができる。
【００４６】尚、本発明の実施形態は、以下のように変
更してもよい。
○上記実施の形態におけるデータテーブル２ａには、有
機ＥＬ素子８のガンマ値に応じた変換データが格納さ
れ、該変換データにより各有機ＥＬ素子８に印加するプ
リチャージ電圧を決定していた。しかし、厳密に有機Ｅ
Ｌ素子８のガンマ値に応じたガンマ補正によりプリチャ
ージ電圧を決定しなくてもよく、有機ＥＬ素子８の階調
に応じてプリチャージ電圧を変更するものであればよ
い。
【００４７】例えば、図６の直線２６にて示される関係
を持つ変換データを使用する。この場合、有機ＥＬ素子
８の階調－輝度特性は図７の実線２８で示すごとくな
る。この特性は、破線２３で示すプリチャージ電圧を印
加しない場合や、一点鎖線２４で示す一定のプリチャー
ジ電圧を印加する場合に比べて見た目がよく制御性に優
れている。
【００４８】○上記実施形態では、データテーブル２ａ
をコントローラ２に備え、表示データの有機ＥＬ素子８
に基づく補助駆動信号Ｄ２の生成をコントローラ２にて
実施したが、データ変換回路をコントローラ２とデータ
ドライバ３の間に挿入接続した構成としても良い。
【００４９】○上記実施の形態では、時刻Ａまたは時刻
Ｄにおいて走査線７を接地しデータ線６に補助駆動電圧
Ｖ１ａ，Ｖ２ａを供給したが、走査線７を接地して所定
時間経過後にデータ線６を介して有機ＥＬ素子８ａ，８
ｂに補助駆動電圧Ｖ１ａ，Ｖ２ａを供給するようにして
もよい。
【００５０】○上記実施の形態では、時刻Ｃまたは時刻
Ｆにおいてデータ信号の入力が終了すると同時に走査線
７の電位が高電位電源Ｖｃｃとなるようにスイッチング
したが、そのスイッチングはデータ信号が終了するのと
同時でなくてもよい。
【００５１】○上記実施形態では、プリチャージをＰＷ
Ｍ制御にて行うこと。
○上記実施形態は、有機ＥＬ素子８を備えたディスプレ
イ装置に具体化したが、無機ＥＬ素子を備えたディスプ
レイ装置に具体化してもよい。また、パッシブ駆動によ
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り画像などの表示を行うディスプレイ装置に具体化して
もよい。
【００５２】○上記実施形態において、カラー表示が可
能なディスプレイ装置に具体化してもよい。その場合、
データテーブル２ａを全て又は一部の表示色の階調レベ
ルを補助駆動信号の値に変換する際に用いる、また全表
示色毎にデータテーブルを備える構成としてもよい。
【００５３】
【発明の効果】以上詳述したように、本発明によれば、
画素に発光初期から好適に電圧を印加することができる
有機ＥＬディスプレイ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  有機ＥＬディスプレイ装置の概略構成を示す
ブロック回路図。
【図２】  一実施形態の動作を示すタイミング図。
【図３】  階調－プリチャージ電圧の特性図。 *
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*【図４】  有機ＥＬ素子にかかる電圧の過渡特性の説明
図。
【図５】  一実施形態の階調－輝度特性図。
【図６】  別の階調－プリチャージ電圧の特性図。
【図７】  別の階調－輝度特性図。
【図８】  従来例の有機ＥＬ素子にかかる電圧の過渡特
性の説明図。
【図９】  従来例の有機ＥＬ素子にかかる電圧の過渡特
性の説明図。
【符号の説明】
１…有機ＥＬディスプレイ装置、２…プリチャージ回
路，データ変換回路，出力回路としてのコントローラ、
２ａ…プリチャージ回路，データ変換回路，記憶回路と
してのデータテーブル、８，８ａ，８ｂ…ＥＬ素子とし
ての有機ＥＬ素子、１１…駆動回路としての主駆動回
路、１２…プリチャージ回路としての補助駆動回路。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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